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品質向上への取り組み
●基本方針
　当社グループは「ものづくり」企業として、「品質」を企業活動の
根幹を支える最も重要な価値の一つと位置づけています。製品・
サービスの品質向上を通じて、お客様の期待に応え、信頼の獲得
と持続可能な成長を目指して以下の「品質方針」を定めています。
　「ニッタグループは、質の高い製品・サービスを提供するため、
お客様と一緒になって製品開発を進め、環境・安全に配慮した
製品づくりに取り組みます。」

推進状況と評価
各種品質向上活動は、各部門のマネジメントプログラムに組み込み、計画的に実施しています。品質マネジメントシステム会議
や品質パトロールを通じて施策の進捗を確認し、各事業部門およびグループ会社の改善活動を支援することで、全社的な品
質レベルの向上に取り組んでいます。加えて、DXの活用により、検査工程における不正リスクの未然防止を含む、予防的な管
理体制の強化を進めています。

労働安全衛生への取り組み
●基本方針
　当社グループは、働く人々全員の安全と健康を企業活動の基
盤と位置づけ、労働災害・自動車事故・衛生環境の悪化を防止・
撲滅することを目的に、NITTAグループ労働安全衛生方針を定
めています。
　「当社グループは、当社グループの管理下で働く全ての人の安
全と健康に配慮した快適な職場環境を実現するため、労働安全衛
生リスクを明確にし、危険性･有害性の軽減･除去、並びに防火・防災
活動を全員参加で推進し「危険ゼロの職場」を目指します。また、
労使の参加と協議を通して、継続的な改善に努めます。」

●体制と主な取り組み
　労働安全衛生マネジメント推進体制を構築し、各種安全衛生
教育、パトロール、リスクアセスメント、安全運転推進活動等を
実施しています。
　化学物質に関しては、SDSの適切な管理体制の導入、リスク
アセスメントの実施状況確認、管理者選任の不備への対応等を
通じて、職場環境の安全性向上を図っています。事務局による
パトロールや不定期の現場確認を通じて、リスクの抽出漏れや
対策漏れへの対応も強化しています。
　また、テレマティクスのデータを活用した自動車事故の未然
防止活動にも取り組んでいます。

推進状況と評価
災害発生時には、原因の調査・分析と恒久的な再発防止策の検討を行い、安全衛生委員会で情報を共有。必要に応じて改善
提言を行い、再発防止の仕組みづくりに継続的に取り組んでいます。
重大事故の未然防止に向けては、パトロール活動を通じた改善を推進し、化学物質や自動車運転に関するリスクへの対応を
強化しています。
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▼労働安全衛生活動の推進体制図
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事業継続計画（BCP）への取り組み
●基本方針
　当社グループは、事業活動を阻害し、ステークホルダーの皆様
に影響を及ぼすリスクに対する対応力・復旧力の向上に継続的
に取り組み、自然災害・事故をはじめとする不測の事態発生時に
おいても事業を継続し、企業として地域社会への責任を遂行す
るとともに、質の高い製品・サービスを提供するために、事業継
続計画（BCP：Business Continuity Plan）を策定しています。

●体制と主な取り組み
 全社共通の事業継続計画（BCP）を基盤とし、各工場をはじめ
とする拠点ごとに、地域特性や業務内容に応じた個別のBCPを
策定しています。これらの計画の実効性を高めるため、定期的
に訓練を実施し、訓練結果の評価を通じて、復旧手順書や対策
計画の見直し・改善を継続的に行っています。
 このような取り組みにより、災害や緊急事態発生時においても、
迅速かつ的確な対応が可能な体制の構築を進めています。

推進状況と評価
事業継続計画（BCP）の実効性を高めるため、工場において外部コンサルタントを活用した災害発生時のシミュレーション訓
練を導入しています。この訓練では、現実的かつ実行可能な対策となっているか、対応に漏れがないかを検証するとともに、
避難行動、人命救助、拠点間の連携体制等の課題を洗い出し、改善を図っています。
これらの取り組みを通じて、災害発生時における「行動力の強化」を継続的に推進しており、実効性の高いBCP体制の構築を
目指しています。また、工場において実施した災害発生時のシミュレーション訓練により、その有効性が確認されたことを受
け、今後は本支店を含む他の拠点にも順次展開していきます。

サステナビリティストラテジー ガバナンス コーポレートデータ事業基盤ニッタが拓く未来

▼品質向上活動の推進体制図
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DX（デジタルトランスフォーメーション）への取り組み

推進状況と評価
中長期経営計画「SHIFT2030」のフェーズ1を、デジタル活用の基盤構築期間と位置づけ、既存ビジネスの最適化に向けた業
務のデジタル化と見える化を推進してきました。生産・間接業務における手入力の廃止やペーパーレス化、ネットワーク整備、
ITガバナンス・セキュリティ強化等、業務効率化とDX実感のある環境づくりに取り組んできました。
フェーズ2では、業務・プロセスのデータ化と分析環境の整備を進め、全体最適化を図ります。基幹システムの再構築により、
標準化とデータ連携による効率化およびコスト削減を実現します。さらに、新技術やモバイルデバイスの活用、社員の自律的
なDX推進を支える人材育成、専門人材による支援体制の強化に取り組みます。
また、情報の適正利用に向けた教育と、情報資産を守るためのガバナンス・セキュリティ体制を強化し、特に海外拠点のセ
キュリティ強化を重点的に進めていきます。

●体制と主な取り組み
　当社グループでは、データとデジタル技術を活用し、新たな価
値創出と競争優位の確立を目指しています。グループに適したデ
ジタル戦略のもと、業務効率化とPSI（生産・販売・在庫情報の
統合管理）によるサプライチェーンの最適化を重要課題と位置づ
けています。
　この戦略の実現に向け、2つのステージを設定。ステージ1で
は、販売・開発・生産・品質保証等の業務領域でのデジタル化を

推進し、社員の意識改革を図っています。ステージ2では、自社技
術とデジタル技術の融合によるビジネスモデルの変革と新たな
顧客価値の創造に取り組みます。
　これらの取り組みを支える基盤として、基幹業務システムや
ITインフラの整備、情報セキュリティ、デジタル人材育成と文化
醸成までを一元的に推進し、効率化と統制を両立させながら、
真のDXの実現を目指しています。

●体制と主な取り組み
　品質マネジメント推進体制を構築し、各事業部・グループ会社
で品質管理委員会を運営しています。国内外の各事業部門およ
び子会社では、ISO 9001やIATF 16949（自動車部品）等の認証
を取得し、国際規格に基づく品質管理体制を整備しています。
　全社的な品質向上活動として、QCサークル活動（職場単位
の小集団活動）、トヨタ生産方式に基づく改善活動、自立推進活
動等を展開し、現場主導の品質改善を推進しています。さらに、
DX化や自働化による製造支援、品質管理システムの強化を通じ
て、安定した品質の確保と業務効率の向上を図っています。




